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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ最高水準の医療を提供します。　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます
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私
は
平
成
８
年
か
ら
26
年
間
名
古
屋
大
学
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
学
生
、
大
学
院
生
を
合
わ
せ
る
と
36
年
間
、
人
生
の

1
／
2
以
上
と
な
り
ま
す
。
永
き
に
わ
た
り
ご
指
導
頂
き
ま
し

た
こ
と
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
24
年
に
心
臓
外
科

教
授
に
就
任
し
、
心
臓
移
植
の
実
施
と
小
児
心
臓
外
科
治
療
の

再
開
を
目
標
に
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。
心
臓
移
植
は
平
成
25
年

9
月
に
Ｖ
Ａ
Ｄ
治
療
を
開
始
し
、
平
成
29
年
4
月
に
心
臓
移
植

治
療
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
重
症
心
不

全
治
療
セ
ン
タ
ー
を
基
盤
に
Ｖ
Ａ
Ｄ
治
療
72
例
、
心
臓
移
植
を

10
例
に
行
っ
て
い
ま
す
。
小
児
心
臓
外
科
診
療
は
、
よ
う
や
く

小
児
循
環
器
セ
ン
タ
ー
開
設
が
叶
い
ま
し
た
。
櫻
井
病
院
教
授
、

大
橋
病
院
准
教
授
が
選
任
さ
れ
、
始
動
い
た
し
ま
す
。
両
診
療

と
も
皆
様
の
ご
支
援
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
14
年
4
月
教
授
就
任
以
来
の
20
年
間
で
血
管
外
科
領
域
の

医
療
の
進
歩
は
著
し
く
、
血
管
内
治
療
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

が
起
こ
り
ま
し
た
。
拡
張
性
疾
患
（
動
脈
瘤
）
に
対
し
て
は
平
成

19
年
腹
部
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
（
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｒ
）
が
、

平
成
21
年
に
は
胸
部
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
（
Ｔ
Ｅ

Ｖ
Ａ
Ｒ
）
が
保
険
収
載
さ
れ
、
ま
た
閉
塞
性
疾
患
に
対
し
て
も
血

管
内
治
療
の
占
め
る
役
割
は
増
加
し
、
適
応
の
拡
大
と
と
も
に
治

療
総
数
は
増
加
し
ま
し
た
。
下
肢
静
脈
瘤
に
対
し
て
は
硬
化
療
法

お
よ
び
高
位
結
紮
術
、
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
に
加
え
、
平
成
23

年
か
ら
保
険
適
応
と
な
っ
た
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
導
入
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
治
療
総
数

や
治
療
内
容
に
お
い
て
も
国
内
で
も
有
数
の
診
療
科
と
し
て
評
価

さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
血
管
外
科
学
を
リ
ー
ド
す
る
教
室
の
一
つ

で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
血
管
外
科
教
室
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
15
年
か
ら
精
神
科
・
親
と
子
ど
も
の
心
療
科
科
長
、
平

成
22
年
か
ら
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
長
、
平
成
30
年
か
ら
は

ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
当
院
の
患
者
さ
ん
、
ご
家

族
に
教
え
ら
れ
、
職
員
の
方
々
に
助
け
ら
れ
て
、
診
療
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
を
も
っ
て
今
の
職
を
辞
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

診
療
科
長
と
し
て
19
年
間
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
の
は
、

如
何
に
他
の
診
療
科
・
部
門
の
方
々
と
連
携
し
て
、
よ
り
良
い

診
療
体
制
を
作
る
か
で
し
た
。
例
え
ば
、
妊
産
婦
の
方
々
や

が
ん
患
者
さ
ん
、
移
植
患
者
さ
ん
の
メ
ン
タ
ル
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
に
お
け
る
連
携
体
制
（
リ
エ
ゾ
ン
精
神
医
学
と
言
い
ま
す
）

の
構
築
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
／
ゲ
ノ

ム
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、「
ゲ
ノ
ム
医
療
と
、
関
連
部
門
・

診
療
科
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
を
繋
ぐ
」
も
同
様
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
色
々
御
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
4
年
3
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
名
古
屋
大
学
を

退
職
い
た
し
ま
す
。
平
成
22
年
4
月
1
日
に
管
理
監
督
職
員
（
課

長
職
）
を
拝
命
し
、
次
長
職
・
部
長
職
を
含
め
12
年
の
長
き
に
わ

た
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
で
の
勤
務
は

概
ね
40
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
医
学
系
研
究
科
及
び
病

院
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
が
自
分
自
身
を
支
え
る
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
２
年
前
か
ら
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
病
院
運
営
は
厳
し

い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
き
っ
と
医
学
系
研
究
科
・
病
院
は
こ
の

困
難
な
状
況
か
ら
回
復
し
運
営
状
況
も
好
転
に
転
じ
る
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
事
務
部
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
医
学
系
研
究
科
・

病
院
の
教
職
員
、
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

そ
の
お
か
げ
で
無
事
退
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
3
月
で
名
大
病
院
を
定
年
退
職
い
た
し
ま
す
。
在
職
中

は
公
私
と
も
ど
も
一
方
な
ら
ぬ
ご
懇
情
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
私
は
こ
の
名
大
病
院
に
お
け
る
高
齢
者
医
療
（
老

年
内
科
）
に
40
年
近
く
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が

診
察
さ
せ
て
い
た
だ
く
多
く
の
患
者
さ
ん
は
私
に
と
っ
て
は
年

齢
的
に
も
人
生
の
大
先
輩
で
あ
り
、
医
療
以
外
に
も
多
く
の
こ

と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
私
も
65
歳
に
な
り
、

や
っ
と
高
齢
者
の
仲
間
入
り
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
自
分
な
り

の
「
高
齢
者
の
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た
め
の
医
療
」
に
少

し
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
を
も
っ
て
人
間
拡
張
・
手
の
外
科
学
教
授
を
退
任

い
た
し
ま
す
。
診
療
・
教
育
・
研
究
と
二
足
な
ら
ぬ
三
足
の
草
鞋

を
履
く
医
学
部
教
授
の
職
は
私
の
能
力
を
超
え
た
困
難
な
も
の
で

あ
り
、
在
職
中
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
年
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
度
に
発
達
し
た
“
手
”
は
人
類
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
道
具

を
作
り
身
体
機
能
を
拡
張
す
る
こ
と
で
ヒ
ト
は
動
物
界
の
頂
点
に

君
臨
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
ヒ
ト
と
っ
て
手
は
単
な
る
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
は
な
く
、
思
考
を
助
け
、
感
情
を
豊
か
に
表
現
す
る

役
割
も
担
い
ま
す
。
手
に
支
障
を
来
す
と
忽
ち
ヒ
ト
は
苦
境
に
陥

り
ま
す
。
手
外
科
の
役
割
は
機
能
の
再
建
で
あ
り
、
手
外
科
に
は

整
形
外
科
・
形
成
外
科
・
血
管
外
科
・
神
経
外
科
の
要
素
が
含
ま

れ
ま
す
。
私
共
は
全
国
で
唯
一
の
手
外
科
に
特
化
し
た
講
座
で
あ

り
、
15
年
半
に
亘
る
在
任
期
間
を
通
し
て
有
能
な
若
手
と
と
も
に

新
た
な
機
能
再
建
外
科
の
開
発
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
幸
い

優
れ
た
後
進
も
多
く
育
ち
ま
し
た
の
で
安
心
し
て
バ
ト
ン
を
渡
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

心
臓
外
科
長
／
教
授
　

碓
氷
　
章
彦

血
管
外
科
長
／
教
授
　

古
森
　
公
浩

精
神
科
長
／
親
と
子
ど
も
の
　 

心
療
科
長
／
教
授
　

尾
崎
　
紀
夫

事
務
部
／
部
長
　

永
家
　
清
考

老
年
内
科
長
／
教
授
　

葛
谷
　
雅
文

手
の
外
科
長
／
教
授
　

平
田
　
仁

退職のご挨拶
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Nagoya Disease 
Information Center

ナディックの利用休止及び 
オンライン版肝臓病教室について
　患者情報センター（広場ナディック）は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため
利用を引き続き休止しています。
　それに伴い、毎月開催していました教室（手作り、ちぎり絵、折り紙）は当面の間休止。
患者の集い、認知症サロンなどの患者さん向けのイベントについても次回の開催予定は
未定です。
　肝臓病教室については当面の間オンライン（動画配信）で実施する予定です。次回配
信予定については病院もしくは肝疾患診療連携拠点病院のホームページ（https://www.
med.nagoya-u.ac.jp/kyoten/liver/）でご確認下さい。
　がん患者さん向けの「ウイッグ・頭皮ケア相談」については外来棟1階「地域連携・
患者相談センター」にてがん相談員が随時対応しております。

（問い合わせ先　地域連携・患者相談センター　052-744-2663）

肝疾患診療連携拠点 
病院ホームページ

「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒刊行物）

HPのご案内
No.124　医学部・医学系研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2022年3月1日

名大病院は、日本の国立大学病院では
初めての JCI 認証施設です。

　

こ
の
度
、
令
和
3
年
12
月
1
日
付

け
で
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院

病
理
部
長
／
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

名
大
病
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ

ま
は
色
々
な
検
査
、
治
療
を
受
け
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
病

変
部
の
組
織
の
一
部
を
採
取
す
る
こ

と
を
「
生
検
」
と
呼
び
ま
す
。
手
術

や
生
検
で
採
取
さ
れ
た
病
変
組
織
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
解
析
し
、
病

気
の
正
確
な
診
断
に
貢
献
す
る
こ
と

が
病
理
部
の
主
な
仕
事
で
す
。
顕

微
鏡
を
用
い
て
病
変
組
織
を
詳
細
に

「
観
察
」
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
解

析
手
法
で
す
が
、
最
新
の
遺
伝
子
解

析
技
術
も
積
極
的
に
導
入
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

　
病
理
部
長
／
教
授
　
加
留
部
　
謙
之
輔

ナディック
通信

産科婦人科長　梶山　広明

　子宮頸がんは20～40歳代の若年女性に
急増している病気です。HPV ワクチンは子
宮頸がんの原因となる HPV（ヒトパピロー
マウイルス）の感染をブロックすることで
防ぐものです。今まで日本で承認されてい
たのは、2つのウイルス型の感染を予防す
る2価ワクチンと4つのウイルス型の感染を
予防する4価ワクチンです。2020年5月に
は9価ワクチンも承認され、子宮頸がんの
原因になる約9割の HPV 感染を予防でき
るとされています。
　かつて HPV ワクチンは12歳～16歳女
児における定期接種となったにも関わらず、
接種後の「多様な症状」が繰り返し報道さ
れ、結果的に厚労省による積極的勧奨の差
し控えという事態にいたりました。しかし
ながら現在では HPV ワクチン接種と「多様

な症状」の因果関係は否定的と考えられて
います。こうした背景から国は接種による
有効性が副反応のリスクを明らかに上回る
と認め、HPV ワクチンの積極的な勧奨に再
び舵取りをきる予定となりました。今後は
行政面でもホームページやリーフレットな
どを用いた情報提供が進んでいくことと思
います。一般の皆様へより一層の HPV ワ
クチンへのご理解をいただけたら幸いです。

HPV ワクチン

一人前を目指して
日々勉強中！特集 2

名大病院では現在、医科歯科合わせて44名の研修医が医師としての道を歩み始
めています。本シリーズでは隔回掲載で、医師を目指して日々取り組む研修医の、
フレッシュな意気込みをご紹介します。

名大病院
臨床研修医のご紹介

内田　吉高（医科研修医）
　私は現在、老年内科で研修を行っております。高齢の患者さん
は一人で様々な疾患を抱える方が多く、たった一人を理解するだ
けでも幅広い知識と深い考察が必要となります。指導医の先生方
はたいへん熱心で、いつもとても良い勉強をさせていただいてお
ります。自分の未熟さを痛感するばかりですが、だからこそ向上
する喜びがあり、やりがいもあるのだと考えています。患者さん
に寄り添える医師を目指し、今後も日々研鑽に努めて参ります。

志賀　理央（歯科研修医）
　私は歯科口腔外科の外来業務に携わり、研修をしております。
　4月から現在まで多くの患者さんに触れ、診断、検査、治療方法、治療
手技等、学生時代の知識の詰め込みだけでは学ぶことのできない多くのこ
とを日々経験してきました。また、医科と歯科の症例を同時に学ぶことがで
き、研修先として最適であったと実感しています。
　今後も地域医療に貢献できる歯科医師になれるように日々の研鑽を怠ら
ずに励んで参ります。

菅原　直也（医科研修医）
　2021年春から研修医として勤務が始まり、現在腎臓内科で
研修を行っております。病棟では患者さんの診察やお話を聞き、
上級医の先生方に教わりながら治療に携わっております。また各
種検査やカンファレンスにも参加し、実臨床での考え方や最新の
知見など多くことを勉強させていただいております。患者さんの
身体だけでなく心まで支えられる医師を目指して日々研修に励ん
でます。
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特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟各階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QRコードでも
アクセスできます！

　新型コロナウイルス感染症で医療提

供体制がひっ迫している沖縄県の病院

に、看護部門から救急・内科系集中治

療部（EMICU）の看護師2名を派遣し

ました。

　EMICUの看護師は、内科系およびコ

ロナの重症患者さんに対し看護を実践

しています。重症コロナ患者の診療実

績数は、国立大学の中でトップクラス

であり、院内感染を発生させない高い

レベルの感染管理の実績もあります。

　これらの経験を活かし、派遣先の沖

縄県で社会貢献活動ができました。


